
目 次

第1章　 電 磁 波 伝 送 路

1.1　 ま え が き　 1

1.2　 よ く使 わ れ る 解 法　 8

1.2.1　 モ ー メ ン ト法　 9

1.2.2　 変 分 法　 11

1.2.3　 摂 動 法　 13

1.2.4　 グ リー ン関 数 法　 15

1.2.5　 変 数 分 離 法　 16

1.2.6　 等 角 写 像 法　 17

1.2.7　 緩 和 法(差 分 法)　 19

1.2.8　 有 限 要 素 法　 22

1.2.9　 伝 送 方 程 式法　 24

1.2.10　 モ ー ドマ ッチ ング法　 24

1.2.11　 そ の 他 の 方 法　 24

1.3　 複 導 体 線 路　 24

1.3.1　 グ リー ン関数 に よ る 薄 い ス ト リップ線 路 の解 析　 29

1.3.2　 変 分 法 に よ る厚 い ス ト リップ導 体 線路 の解 析　 31

1.3.3　 緩 和 法 に よ る方 形 導 体 線 路 の解 析　 34

1.3.4　 S.C.変 換 に よ る共 平 面 ス ト リップ 線 路 の解 析　 36

1.4　 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路　 38

1.4.1　 影 像 グ リー ン関数 に よ る準TEMモ ー ド解 析　 40

1.4.2　 変形 等角 写 像 法 に よ る準TEMモ ー ド解 析　 43

1.4.3　 フ ー リエ変 換 面 の変 分 法 に よ る準TEMモ ー ド解 析　 45



1.4.4　 緩和法 による準TEMモ ー ド解析　 48

1.4.5　 ガ ラーキ ン法 による準TEMモ ー ド解析　 48

1.4.6　 有 限要素法 による混成 モー ド解析　 51

1.4.7　 結合 線路モデルによ る分散 特性解析　 54

1.4.8　 積 分方程 式 とガ ラーキ ン法 による混成 モー ド解析　 56

1.4.9　 モー ドマ ッチ ング法による混成 モー ド解析　 60

1.4.10　 積分方 程式の不 均一離散 化による混成 モー ド解析　 62

1.5　 任 意 断面 形 導 波管　 65

1.5.1　 任意形導波管の多項式近似解　 65

1.5.2　 変形 ガ ラー キン法 による任意断面形導波管の解析　 68

1.5.3　 変数分離法 による放物筒導波管の解析　 70

1.5.4　 差分法(緩 和法)に よ る任意形導波管の解析　 72

1.6　 光 導 波 路(誘 電 体 導 波 路)　 75

1.6.1　 中心導体を持つ誘電体導波路の変数分離法 による解析　 76

1.6.2　 屈折率分布 を持つ光 ファイバ導波路の変分法 による解析　 79

1.6.3　 コロケーシ ョン法 による方形 断面光導波路 の解析　 81

1.6.4　 近似変数分離法 による方形光導波路の解析　 83

1.7　 多 重 モ ー ド導 波 管　 86

1.7.1　 導 波管 内電磁界 のあ らま し　 87

1.7.2　 一般 的な伝送方程 式　 90

1.7.3　 導波管接続部 でのモー ド変換　 113

1.8　 ミ リ波 導 波管 伝 送 線 路　 120

1.8.1　 ミリ波伝送 用多重モー ド導波管　 120

1.8.2　 不要モー ド吸収導波管　 126

1.8.3　 多重モー ド導波管の回路論的取 扱い　 132

参 考 文 献　 136

第2章　 電 磁 波 回 路

2.1　 電 磁 波 回 路 の表 現 形 式　 141



2.2　 回 路 に必 要 な 定 数　 148

2.2.1　 共 振 回 路　 148

2.2.2　 マ イ ク ロ ス トリ ップ線 路 を 用 い た回 路　 149

2.2.3　 分 岐 回 路　 150

2.2.4　 方 向性 結 合器　150

2.2.5　 ア イ ソ レー タ,サ ー キ ュ レー タ　 152

2.2.6　 減 衰 回 路 無 反射 回 路　 153

2.3　 数 学 的 基 本 事 項　 154

2.3.1　 ヘ ル ムホ ルツ の 方 程 式,固 有 関数 お よ び固 有 値　 154

2.3.2　 グ リー ン関数 の誘 導 例(2次 元 グ リー ン関数 を求 め る例)　 160

2.4　 グ リ ー ン関 数 を 用 い る 方 法　 161

2.4.1　 平 面 回路 に お け る イ ン ピー ダ ンス の 計 算 例　 162

2.4.2　 ス トリ ップ ラ イ ン型 サ ー キ ュ レー タの 解 析 例　 165

2.5　 変 数 分 離 法 に よ る 方 法　 170

2.6　 モ ー ドマ ッ チ ン グ 法　 172

側 壁 短絡 型 エ ッジ ガ イ ドモ ー ドア イ ソ レー タ の 問 題　 172

2.7　 積 分 方 程 式　 177

2.7.1　 特 異 核 を 持 つ 積 分 方 程 式　 177

2.7.2　 ウ イ ナー ・ホ ッフ の解 法　 185

2.8　 等 価 静 的 解 法　197

2.8.1　静 電 界　 197

2.8.2　 平 行板 線路 内 の平 面 波 に対 す る仕 切仮 の示 す ア ド ミタ ンス　 199

2.9　 摂 動 法　 206

実 例　 208

2.10　 変 分 法 の 応 用　 210

注Ⅰ　 式(2.7.30)の 誘 導　 217

注Ⅱ　 式(2.7.31)の 誘 導　 218

注Ⅲ　 式(2.7.62)の 誘 導　 218

注Ⅳ　 式(2.7.84)の 誘 導　 221

注Ⅴ　 式(2.7.86)の 誘 導　 222



参 考 文 献　 223

第3章　 電 磁 波 の 放 射

3.1　 放 射 に つ い て　 225

3.2　 線 状 ア ン テ ナ　 227

3.2.1　 ア ン テ ナ につ い て　 227

3.2.2　 電 流 に よ る電 磁 界　 228

3.2.3　 電 流 分 布 に対 す る積 分 方 程 式　 229

3.2.4　 線 状 ア ン テ ナ の電 流 分 布　 231

3.2.5　 放 射 電 磁 界　 235

3.2.6　 起 電 力 法　 237

3.3　 開口 面 ア ンテ ナ　 240

3.3.1　 開口 面 ア ンテ ナ につ いて　 240

3.3.2　 磁 流 と電 磁 界　 241

3.3.3　 等 価 定 理　 242

3.3.4　 遠 方 放 射 電 磁 界　 244

3.3.5　 開 口面 ア ンテ ナ の 指 向 性　 246

3.3.6　 起 電 流 法　 247

3.3.7　 停 留 値 法　 249

3.3.8　 指 向性 合 成　 251

3.4　 ア レ イ ア ン テ ナ　 254

3.4.1　 ア レイア ンテ ナの 指 向性　 254

3.4.2　 ア レイア ンテ ナの 利 得　 256

3.4.3　 最 大 利 得 と固 有 値　 257

3.4.4　 最 適 指 向性 と超 幾 何関 数　 262

3.4.5　 テ ー ラー 分布 と メ ッツの ア ル ゴ リズ ム　 267

参 考 文 献　 270

索 引　 271


